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１ 

丸
亀
市 

平
成
の
大
合
併
に
よ
り
、
平
成
十
七
年
（
２
０
０
５
年
）
三
月
二
十
二
日
に
一
市
二
町
（
旧
丸
亀
市
、

旧
綾
歌
町
、
旧
飯
山
町
）
が
合
併
し
、
丸
亀
市
と
し
て
新
た
に
発
足
し
ま
し
た
。
香
川
県
の
海
岸
線
側
の

中
央
部
に
位
置
し
、
北
は
瀬
戸
内
海
に
面
し
、
塩
飽
諸
島
の
一
部
を
含
ん
で
い
ま
す
。
平
野
部
に
は
数
多

く
の
た
め
池
が
あ
り
、
中
心
部
に
一
級
河
川
の
土
器
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
東
に
は
讃
岐
富
士
（
飯
野
山
）

が
、
南
に
は
羽
床
富
士
（
堤
山
）
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。
市
の

中
心
に
は
、
天
守
と
美
し
い
石
垣
で
知
ら
れ
る
丸
亀
城
が
市
の

象
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
う
ち
わ
の
製
造
が
盛
ん
で
、

生
産
量
は
全
国
の
九
割
を
占
め
て
い
ま
す
。 

総
面
積 

百
十
一
．
八
平
方
キ
ロ 

人
口 

 

十
一
万
六
百
六
十
三
人
（
平
成
二
十
一
年
六
月
一
日
現
在
） 

 

２ 

猪
熊
弦
一
郎
現
代
美
術
館 

丸
亀
市
出
身
洋
画
家
、
猪
熊
弦
一
郎
の
画
業
顕
彰
と
地
域
の

美
術
振
興
を
目
的
に
平
成
三
年
（
１
９
９
１
年
）
開
館
し
、
現

代
美
術
の
企
画
展
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
建
築
設
計
は
正
統

猪熊弦一郎現代美術館  
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派
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
家
の
谷
口
吉
生
。
延
床
面
積
八
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
大
型
施
設
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
丸
亀

駅
前
広
場
に
面
し
て
立
地
し
て
い
ま
す
。 

 
３ 
猪
熊
弦
一
郎 

明
治
三
十
五
年
（
１
９
０
２
年
）
高
松
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
旧
制
丸
亀
中
学
校
を
卒
業
し
、
東
京
美

術
学
校
（
現
東
京
芸
術
大
学
）
洋
画
科
に
入
学
、
大
学
時
代
は
藤
島
武
二
に
師
事
し
ま
し
た
。 

大
正
十
五
年
（
１
９
２
６
年
）
結
婚
。
新
妻
を
モ
デ
ル
と
し
て
描
い
た
『
婦
人
像
』
が
帝
展
初
入
選
、

そ
の
後
、
第
十
回
帝
展
で
『
座
像
』
が
特
選
に
な
り
、
ま
た
、
第
十
四
回
帝
展
で
『
画
室
』
が
特
選
、
以

降
は
、
帝
展
無
鑑
査
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
十
一
年
（
１
９
３
６
年
）
小
磯
良
平
、
脇
田
和
、
伊
勢
正
義

た
ち
九
人
の
メ
ン
バ
ー
で
新
制
作
派
協
会
（
注
）
を
設
立
。
そ
の
後
、
昭
和
十
三
年
（
１
９
３
８
年
）
妻

文
子
を
伴
い
パ
リ
に
渡
り
、
ア
ン
リ
・
マ
テ
ィ
ス
に
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
後
、

帰
国
。
終
戦
後
は
田
園
調
布
純
粋
美
術
研
究
室
を
発
足
し
、
後
進
の
指
導
に
当
た
り
ま
し
た
。
昭
和
二
十

六
年
（
１
９
５
１
年
）
上
野
駅
の
壁
画
『
自
由
』
を
完
成
さ
せ
（
六
㍍
、
横
二
十
六
㍍
。
東
日
本
の
風
情

を
物
語
風
に
描
い
て
、
北
の
玄
関
口
の
象
徴
と
な
っ
た
。
）
、
慶
応
義
塾
大
学
大
学
ホ
ー
ル
の
壁
画
『
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
』（
向
か
い
合
っ
た
二
つ
の
壁
面
に
、
そ
れ
ぞ
れ
縦
五
㍍
、
横
七
㍍
の
大
き
な
壁
画
で
、
二
枚
の

壁
画
は
、
様
々
な
姿
の
青
年
男
女
が
、
実
に
伸
び
や
か
に
、
モ
ダ
ン
に
描
か
れ
て
い
る
。
）
と
名
古
屋
丸
栄

http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#


 

3 

ホ
テ
ル
ホ
ー
ル
の
壁
画
『
愛
の
誕
生
』
で
第
二
回
毎
日
美
術
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
白
地
に
赤
の

三
越
百
貨
店
の
包
装
紙
は
猪
熊
弦
一
郎
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
す
。
日
本
で
最
初
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
包

装
紙
は
『
華
ひ
ら
く
』
と
言
う
名
前
が
つ
け
ら
れ
、
そ
の
包
装
紙
の
『M

i
t
s
u
k
o
s
h
i

』
と
い
う
文
字
は
、

当
時
三
越
の
宣
伝
部
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
勤
め
て
い
た
「
や
な
せ
た
か
し
」
氏
が
書
い
た
も
の
で
す
。

小
説
新
潮
の
表
紙
絵
は
昭
和
二
十
三
年
（
１
９
４
８
年
）
か
ら
四
十
年
間
続
き
ま
し
た
。 

 

昭
和
三
十
年
（
１
９
５
５
年
）
活
動
の
拠
点
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
し
、
こ
の
頃
か
ら
画
風
は
抽
象
画

へ
と
移
っ
て
い
き
ま
す
。
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
（
彫
刻
家
・
画
家
）
、
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
生

ま
れ
の
作
曲
家
）
、
ジ
ャ
ス
パ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
（
ア
メ
リ
カ
の
画
家
・
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
の
先
駆
者
）
な
ど

時
代
の
先
端
を
走
る
芸
術
家
た
ち
と
親
交
を
深
め
『
獅
子
舞
』
『
道
』
な
ど
多
く
の
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。

脳
血
栓
を
起
こ
し
て
か
ら
は
、
温
暖
な
ハ
ワ
イ
で
毎
年
冬
を
過
ご
し
な
が
ら
創
作
活
動
を
つ
づ
け
、
平
成

五
年
（
１
９
９
３
年
）
五
月
十
七
日
、
東
京
の
聖
路
加
病
院
で
急
逝
し
ま
し
た
。
享
年
九
十
歳
で
し
た
。 

（
注
）
新
制
作
派
協
会 

現
在
は
新
制
作
協
会 

猪
熊
弦
一
郎 

伊
勢
正
義 

脇
田
和 

中
西
利
雄 

内
田
巌 

小
磯
良
平 

佐
藤
敬 

三
田
康 

鈴
木
誠

社
会
状
況
が
戦
時
体
制
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
時
、
自
由
と
純
粋
さ
を
求
め
て
立
ち
あ
が
っ
た
、
九
人
の

若
き
青
年
画
家
た
ち
に
よ
り
結
成
さ
れ
ま
し
た
。 
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４ 

真
照
山
本
願
寺
塩
屋
別
院 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
（
本
尊 

阿
弥
陀
如
来
） 

 

元
和
元
年
（
１
６
１
５
年
）
播
州
赤
穂
の
教
法
寺

と
門
徒
三
十
戸
が
、
塩
田
開
墾
の
た
め
集
団
移
住
し

た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
寛
永
二
十
年
（
１

６
４
３
年
）
本
山
か
ら
御
真
影
な
ど
を
受
け
、
教
法

寺
の
寺
号
を
賜
り
念
仏
中
心
の
道
場
と
な
り
ま
し
た
。

享
保
十
九
年
（
１
７
３
４
年
）
住

じ
ゅ
う

如じ
ょ

上
人
の
時
、
塩

屋
別
院
と
な
り
、
延
享
二
年
（
１
７
４
５
年
）
境
域

を
拡
張
し
本
堂
の
建
設
に
か
か
り
ま
し
た
。
上
棟
ま

で
に
三
十
年
、
書
院
、
庫
裏
、
鐘
楼
な
ど
す
べ
て
の

建
物
が
完
成
す
る
ま
で
、
五
十
年
の
歳
月
を
要
し
ま

し
た
。 

 
明
治
二
十
一
年
（
１
８
８
８
年
）
に
は
幅
九
間
長

さ
百
五
十
間
の
参
道
が
完
成
し
ま
し
た
。
明
治
三
十

七
～
三
十
八
年
（
１
９
０
４
～
５
年
）
の
日
露
戦
争

の
際
は
ロ
シ
ア
捕
虜
三
百
二
十
人
を
、
大
正
三
年
（
１

真照山本願寺塩屋別院 
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９
１
４
年
）
の
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
は
ド
イ
ツ
の

捕
虜
三
百
十
二
人
を
収
容
し
ま
し
た
。 

 

５ 

日
露
戦
争
と
ロ
シ
ア
兵
俘
虜 
 

明
治
三
十
七
年
（
１
９
０
４
年
）
四
月
、
日
露
戦

争
が
始
ま
る
と
丸
亀
の
歩
兵
第
十
二
連
隊
は
、
五
月

二
十
三
日
連
隊
長
新
山
良
知
歩
兵
大
佐
に
率
い
ら
れ

て
、
多
度
津
港
か
ら
出
征
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
六

月
五
日
、
八
月
二
十
七
日
と
多
度
津
港
か
ら
続
い
て

出
征
し
、
そ
の
度
に
六
郷
村
民
や
小
学
生
は
、
多
度

津
街
道
に
出
て
、
多
度
津
港
ま
で
出
征
兵
士
を
見
送

り
ま
し
た
。 

 
多
度
津
の
桃
陵
公
園
に
港
を
見
下
ろ
す
よ
う
に
立

っ
て
い
る
「
一
太
郎
や
ー
い
」
の
銅
像
に
ま
つ
わ
る

軍
国
美
談
は
、
八
月
二
十
七
日
の
こ
と
で
す
。 

 

明
治
三
十
七
年
七
月
二
十
二
、
二
十
三
の
両
日
、

真照山本願寺塩屋別院 絵 図  
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二
回
に
わ
た
っ
て
三
百
四
十
九
名
の
ロ
シ
ア
兵
俘
虜
が
多
度

津
港
に
上
陸
し
、
塩
屋
別
院
に
収
容
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と

き
六
郷
村
民
は
ロ
シ
ア
兵
の
俘
虜
た
ち
を
、
の
の
し
っ
た
り
、

あ
ざ
わ
ら
っ
た
り
し
な
い
で
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
ロ
シ

ア
の
俘
虜
た
ち
に
も
、
故
国
に
は
一
太
郎
の
母
カ
メ
の
よ
う

に
、
ひ
た
す
ら
子
供
の
無
事
を
願
い
、
帰
国
を
待
ち
わ
び
る

母
親
の
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。 

 
 

 

俘
虜
た
ち
は
、
本
堂
の
大
部
分
を
居
室
に
し
、
本
堂
の
前

庭
を
運
動
場
に
し
て
い
ま
し
た
。
わ
が
国
が
支
給
し
た
ネ
ズ

ミ
色
の
服
装
に
、
水
兵
の
よ
う
な
帽
子
を
か
ぶ
り
、
小
ぎ
れ

い
な
服
装
を
し
て
い
ま
し
た
。 

 

乃
木
大
将
の
率
い
る
第
三
軍
に
属
し
た
歩
兵
第
十
二
連
隊
は
、
旅
順
の
攻
撃
に
加
わ
り
、
た
く
さ
ん
の

戦
死
者
を
出
し
ま
し
た
。
九
月
二
十
七
日
に
は
、
傷
病
兵
が
多
度
津
港
に
着
き
、
小
学
校
の
児
童
は
多
度

津
の
港
ま
で
出
迎
え
ま
し
た
。 

大
国
ロ
シ
ア
が
相
手
の
戦
争
だ
っ
た
た
め
、
そ
の
後
も
兵
士
の
出
征
が
続
き
、
十
月
二
十
二
日
に
は
後

備
兵
が
、
二
十
三
日
に
は
補
充
大
隊
約
六
百
名
が
出
征
し
た
の
を
は
じ
め
、
翌
三
十
八
年
（
１
９
０
５
年
） 

真照山塩屋別院本堂  
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に
は
い
っ
て
も
一
月
十
八
日
、
二
月
九
日
、
二
十
八
日
、
三
月
十
日
と
出
征
兵
士
の
見
送
り
が
続
き
ま
し

た
。 明

治
三
十
八
年
一
月
一
日
、
日
本
軍
は
旅
順
を
占
領
し
ま
し
た
が
、
歩
兵
第
十
二
連
隊
は
そ
の
後
も
進

撃
を
続
け
、
鴨お

う

緑
り
ょ
く

江こ
う

軍
に
加
わ
り
奉
天
の
大
会
戦
に
参
戦
し
、
三
月
十
日
入
城
し
ま
し
た
。 

四
月
二
十
一
日
に
は
戦
死
者
の
霊
を
慰
め
る
た
め
、
本
校
主
催
の
も
と
に
尾
崎
才
太
村
長
、
村
会
議
員
、

村
内
の
有
志
、
松
崎
次
郎
郡
長
、
丸
亀
憲
兵
分
隊
長
、
丸
亀
警
察
署
長
、
新
聞
記
者
、
遺
族
七
十
余
名
が

出
席
し
、
村
内
各
寺
院
の
僧
侶
も
加
わ
っ
て
荘
厳
に
戦
士
者
の
慰
霊
祭
を
行
い
ま
し
た
。 

明
治
三
十
八
年
五
月
五
日
早
朝
、
下
士
官
百
十
名
、
兵
八
百
九
十
名
合
わ
せ
て
一
千
名
の
ロ
シ
ア
兵
の

俘
虜
が
松
山
か
ら
土
佐
丸
で
回
送
さ
れ
、
白
方
海
岸
寺
浜
の
善
通
寺
俘
虜
収
容
所
に
収
容
さ
れ
ま
し
た
。

主
に
旅
順
開
城
の
と
き
の
俘
虜
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

日
露
戦
争
が
始
ま
っ
た
と
き
、
政
府
は
日
本
に
い
た
ロ
シ
ア
人
に
対
し
て
「
ロ
シ
ア
国
民
に
は
、
い
さ

さ
か
の
敵
意
も
無
い
の
で
、
在
住
、
出
入
国
は
自
由
で
あ
る
」
と
通
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、
文
部
省
は
日

本
国
民
に
対
し
て
「
ロ
シ
ア
国
民
を
の
の
し
っ
た
り
、
あ
ざ
笑
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
」
と
訓
令
し
て
い

ま
す
。
香
川
県
も
ロ
シ
ア
兵
俘
虜
に
対
し
て
は
「
博
愛
心
ヲ
以
テ
俘
虜
ヲ
取
扱
ウ
ベ
キ
」
と
い
う
訓
令
を

出
し
て
い
ま
す
。 

日
本
が
大
勝
利
を
収
め
た
日
本
海
海
戦
（
日
露
戦
争
）
は
、
明
治
三
十
八
年
五
月
二
十
七
日
の
こ
と
で
、
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九
月
五
日
に
は
戦
争
が
終
わ
り
ま
し
た
。
六
郷
小
学
校
の
十
月
三
十
一
日
の
運
動
会
に
は
、
ロ
シ
ア
兵
の

俘
虜
た
ち
も
参
加
し
大
変
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。 

十
一
月
に
入
る
と
、
十
五
日
、
二
十
一
日
と
続
々
と
出
征
兵
士
の
凱
旋
が
続
き
、
小
学
生
た
ち
は
そ
の

度
に
多
度
津
街
道
や
多
度
津
港
ま
で
凱
旋
兵
を
出
迎
え
、
十
一
月
十
七
日
に
は
日
露
平
和
克
復
祝
賀
会
を

挙
行
し
ま
し
た
。
明
治
三
十
九
年
（
１
９
０
６
年
）
に
な
る
と
一
月
十
二
日
に
第
十
一
師
団
司
令
部
が
凱

旋
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
一
月
十
六
日
、
十
七
日
、
十
九
日
、
二
月
十
三
日
、
十
四
日
、
十
六
日
と
出

征
兵
士
の
凱
旋
が
続
き
、
丸
亀
市
で
は
、
三
か
所
（
衛
門
前
と
繁
華
街
に
二
か
所
）
に
凱
旋
門
を
立
て
て
、

凱
旋
を
祝
い
ま
し
た
。 

明
治
三
十
九
年
一
月
二
十
七
日
、
別
院
に
収
容
さ
れ
て
い

た
俘
虜
は
、
多
度
津
白
方
浜
に
収
容
さ
れ
て
い
た
約
千
名
の

俘
虜
と
と
も
に
帰
国
す
る
た
め
、
多
度
津
港
か
ら
乗
船
し
高

浜
に
向
か
い
ま
い
し
た
。
俘
虜
の
ひ
と
り
キ
リ
ー
ル
・
フ
ー

ズ
ニ
コ
フ
氏
は
、
帰
国
を
待
た
ず
前
年
の
十
一
月
三
日
、
病

死
し
た
の
で
青
ノ
山
の
陸
軍
墓
地
に
日
本
の
戦
死
者
と
と
も

に
葬
ら
れ
ま
し
た
。 

 

キリール・フーズニコフ氏の墓  
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６ 

ド
イ
ツ
兵
俘
虜
と
丸
亀 

 
【
１
】  

青
島
攻
防
戦 

第
一
次
世
界
大
戦
で
イ
ギ
リ
ス
と
軍
事
同
盟
を
結
ん
で
い
た
日
本
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
加
担
し
て
、
大
正

三
年
（
１
９
１
４
年
）
八
月
、
ド
イ
ツ
に
宣
戦
布
告
を
し
ま
し
た
。
当
時
、
中
国
の
山
東
半
島
は
ド
イ
ツ

の
租
借
地
（
中
国
か
ら
の
）
だ
っ
た
の
で
、
同
年
八
月
二
十
八
日
、
久
留
米
の
第
十
八
師
団
を
主
力
と
し
、

二
万
八
千
の
兵
力
で
、
長
崎
港
を
出
港
、
九
月
一
日
に
中
国
の
龍
口
及
び
労
山
に
上
陸
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
翌
二
日
に
は
天
津

て
ん
し
ん

駐
留
の
バ
ー
ナ
ジ
ス
ト
ン
少
将
の
率
い
る
イ
ギ
リ
ス
軍
約
一
千
名
を
加
え
て
、
青

島
包
囲
網
を
敷
き
ま
し
た
。 

一
方
、
ド
イ
ツ
軍
は
ワ
イ
エ
ル
・
ワ
ル
テ
ィ
ツ
ク
総
督
以
下
お
よ
そ
五
千
の
兵
力
で
あ
り
、
し
か
も
そ

の
三
分
の
一
近
く
は
東
ア
ジ
ア
各
地
か
ら
急
ぎ
召
集
し
た
義
勇
兵
で
し
た
。
ド
イ
ツ
軍
は
頑
強
な
抵
抗
を

続
け
た
も
の
の
、
十
月
三
十
一
日
に
始
ま
っ
た
日
本
軍
の
猛
攻
撃
の
前
に
屈
し
、
一
週
間
後
の
十
一
月
七

日
つ
い
に
降
伏
し
ま
し
た
。
七
十
七
日
に
及
ぶ
攻
防
戦
で
し
た
。 

【
２
】 

捕
虜
の
収
容 

捕
虜
に
な
っ
た
ド
イ
ツ
兵
四
千
六
百
二
十
七
人
（
将
校
二
百
一
人
、
下
士
官
・
兵
四
千
四
百
四
人
、
文

官
二
十
二
人
）
は
日
本
各
地
の
十
二
か
所
に
あ
る
俘
虜
収
容
所
に
送
ら
れ
、
こ
の
う
ち
九
百
五
十
三
名
が

四
国
の
松
山
、
丸
亀
、
徳
島
の
各
収
容
所
に
送
ら
れ
ま
し
た
。
丸
亀
に
は
多
度
津
に
到
着
し
た
三
百
二
十
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四
名
の
俘
虜
が
、
大
正
三
年
（
１
９
１
４
年
）
十
一
月
十
六
日
に
塩
屋
別
院
と
旧
赤
十
字
看
護
婦
養
成
所

に
収
容
さ
れ
、
こ
の
と
き
市
内
の
あ
ち
こ
ち
に
は
「
歓
迎
」
と
い
う
張
り
紙
が
張
ら
れ
た
そ
う
で
す
。 

【
３
】
丸
亀
俘
虜
収
容
所
の
状
態 

 

防
衛
研
究
所
図
書
館
に
あ
る
丸
亀
俘
虜
収
容
所
の
日
記
に
よ
る
と
、
当
時
の
日
本
軍
は
俘
虜
に
対
し
、

で
き
る
だ
け
個
人
個
人
の
名
誉
を
尊
重
し
た
収
容
所
運
営
を
し
て
い
ま
す
。 

 

収
容
当
初
、
俘
虜
か
ら
の
願
い
出
が
四
件
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

１
、
食
事
の
量
ヲ
増
ス
コ
ト 

 
 

 
 

 

２
、
麦
酒
（
ビ
ー
ル
）
ヲ
飲
マ
シ
ム
ル
コ
ト 

３
、
酒し

ゅ

保ほ

ヲ
開
ク
コ
ト 

 
 

 
 

 
 

 

４
、
将
校
ニ
ハ
自
由
散
歩
ヲ
許
ス
コ
ト 

１
，
２
番
に
つ
い
て
は
、
食
文
化
の
違
い
か
ら
、
俘
虜
か
ら
の
不
満
は
か
な
り
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か

し
制
限
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
ビ
ー
ル
な
ど
の
飲
酒
を
許
可
し
た
り
、
後
に
は
自
炊
さ
せ
て
、
自
分
た
ち
の

好
み
に
少
し
で
も
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
配
慮
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
３
番
の
酒
保
と
は
売
店
の
よ
う
な

も
の
で
、
願
い
出
が
あ
っ
た
翌
日
か
ら
開
か
れ
て
い
ま
す
。
俘
虜
た
ち
は
拘
束
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、

金
銭
な
ど
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
て
、
タ
バ
コ
な
ど
の
嗜
好
品
を
か
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

大
正
六
年
（
１
９
１
７
年
）
の
給
費
規
定
に
よ
る
と
、
俘
虜
の
待
遇
は
「
将
校
及
ビ
准
仕
官
ハ
、
ソ
ノ

階
級
ニ
ヨ
リ
毎
月
四
十
円
乃
至
百
円
ヲ
現
金
支
給
シ
テ
自
炊
セ
シ
ム
。
下
士
官
ハ
一
律
ニ
毎
月
十
二
円
、

兵
卒
ハ
同
九
円
ニ
相
当
ス
ル
現
品
ヲ
支
給
シ
テ
、
共
同
生
活
ヲ
ナ
サ
ム
」 
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と
あ
り
、
そ
の
外
に
召
集
兵
の
勤
務
先
か
ら
の
送
金
も
あ
り
ま
し
た
。 

〔
日
常
生
活
〕 

（
１
） 
音
楽 

丸
亀
収
容
所
で
は
、
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
を
は
じ
め
と
し
て
、

数
多
く
の
演
奏
会
が
催
さ
れ
、
拘
束
中
の
俘
虜
た
ち
の
心
を
慰

め
た
よ
う
で
す
。
そ
の
中
心
に
な
っ
た
の
が
パ
ウ
ル
・
エ
ン
ゲ

ル
水
兵
で
、
団
員
四
十
五
名
の
エ
ン
ゲ
ル
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

結
成
し
て
お
り
、
板
東
に
移
っ
て
後
も
名
称
を
変
え
ず
指
揮
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
エ
ン
ゲ
ル
音
楽
教
室
を
開
い
て
地

元
徳
島
の
青
年
た
ち
に
洋
楽
を
指
導
し
て
い
ま
す
。 

板
東
収
容
所
で
は
い
く
つ
も
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
吹
奏
楽
団
、

合
唱
団
が
結
成
さ
れ
、
ま
る
で
競
い
合
う
か
の
よ
う
に
華
麗
な

る
名
曲
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
板
東
収
容
所
の
Ｍ
Ａ
Ｋ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
た
び
た
び
楽
団
名
を
変
更
し
て
い
る
）
は
日
本
で
始

め
て
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
「
第
九
交
響
曲
」
を
演
奏
し
た
こ
と
で
有
名
で
す
。
総
員
五
十
五
名
で
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
合
唱
は
男
声
の
み
で
し
た
。 

塩屋別院に収容されたドイツ兵俘虜（鳴門市ドイツ館蔵） 
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（
２
） 

門
前
で
の
運
動 

願
い
出
の
四
番
目
「
将
校
ニ
ハ
自
由
散
歩
ヲ
許
ス
コ
ト
」
は
、
警
備
上
の
問
題
か
ら
許
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
雨
な
ど
の
日
以
外
は
、
朝
夕
一
時
間
ず
つ
門
前
で
運
動
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
週
に

二
回
、
中
津
公
園
（
中
津
万
象
園
の
西
側
）
で
の
散
策
が
許
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
サ
ッ
カ
ー
な
ど
で

汗
を
流
し
て
い
る
模
様
が
写
真
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

（
３
） 

そ
の
他
の
日
常
生
活 

彼
等
は
職
業
軍
人
ば
か
り
で
な
く
、
中
国
な
ど
で
生
活
し
て
い
た
と
き
、
現
地
で
徴
兵
さ
れ
た
一
般
人

が
約
半
分
を
占
め
て
い
た
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
能
を
持
っ
て
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

当
時
の
政
府
も
俘
虜
か
ら
先
進
技
術
を
学
び
、
日
本
人
の
技
能
習
得
に
役
立
て
よ
う
と
、
雇
用
の
場
を
求

め
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
二
人
の
俘
虜
が
、
家
具
造
り
や
図
面
作
成
な
ど
を
教
え
る
た
め
、
約
六
十
日
間
、

現
在
の
高
松
工
芸
高
校
に
ま
で
通
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
音
楽
教
師
と
し
て
近
く
の
学
校
へ
行
っ
た
り
、

俘
虜
作
成
の
作
品
展
示
会
を
開
催
し
た
り
と
、
丸
亀
市
民
へ
の
影
響
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

ま
た
、
食
事
に
使
わ
れ
て
い
る
野
菜
が
臭
い
と
い
う
の
で
、
近
く
に
借
り
た
菜
園
で
俘
虜
自
ら
が
野
菜

作
り
を
し
、
赤
カ
ブ
を
収
穫
し
た
と
い
う
新
聞
記
録
も
あ
り
ま
す
。 

【
３
】 

板
東
収
容
所
へ
移
転 

 

大
正
六
年
四
月
、
四
国
の
俘
虜
全
員
が
板
東
の
収
容
所
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
板
東
収
容
所
は
急
い
で
陸
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軍
用
地
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
徳
島
よ
り
二
百
六
名
、
丸
亀
よ
り
三
百
三
十
三
名
、
松
山
よ
り
四
百
十

四
名
が
移
送
さ
れ
、
さ
ら
に
一
年
四
ヶ
月
後
、
久
留
米
よ
り
九
十
名
が
追
加
移
送
さ
れ
て
い
ま
す
。 

【
４
】 
開
放
後
の
俘
虜 

丸
亀
で
二
年
半
を
過
ご
し
、
板
東
へ
移
っ
た
俘
虜
た
ち
は
、
大
正
八
年
（
１
９
１
９
年
）
の
暮
れ
か
ら

翌
年
の
は
じ
め
に
か
け
て
、
収
容
所
か
ら
解
放
さ
れ
ま
し
た
。
板
東
の
俘
虜
の
う
ち
約
四
分
の
一
は
日
本
、

中
国
、
オ
ラ
ン
ダ
領
の
東
南
ア
ジ
ア
に
止
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
俘
虜
た
ち
は
ド
イ
ツ
に
帰
り
ま
し

た
。
日
本
に
残
っ
た
者
の
中
に
は
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
の
原
材
料
に
な
る
レ
ア
メ
タ
ル
を
輸
入
し
た
バ
ル

ト
や
ド
イ
ツ
語
教
育
に
尽
く
し
た
ボ
ナ
ー
な
ど
活
躍
が
知
ら
れ
て
い
る
者
も
多
く
い
ま
す
。 

 

７ 

慧え

日
山

に
ち
ざ
ん

正
宗
寺

し
ょ
う
じ
ゅ
う
じ 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
（
本
尊 

阿
弥
陀
如
来
） 

 

建
永
二
年
（
１
２
０
７
年
）
流
罪
の
法
然
上
人
が
本
島
か
ら
着
船
の
折
、
船
の
櫂
で
岸
を
掘
っ
て
真
水

を
湧
出
さ
せ
た
と
伝
え
ら
れ
る
櫂か

い

堀ぼ
り

の
井
戸
が
あ
り
ま
す
。 

法
然
は
、
元
禄
十
一
年
（
１
６
９
８
年
）
に
東
山
天
皇
か
ら
『
円
光

え
ん
こ
う

大
師
』
の
号
を
送
ら
れ
、
そ
の
後
、

宝
永
八
年
（
１
７
１
１
年
）
に
中
御
門

な
か
み
か
ど

天
皇
か
ら
『
東
漸

と
う
ぜ
ん

大
師
』
、
宝
暦
元
年
（
１
７
５
１
年
）
に
桃
園
天
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皇
か
ら
『
慧え

成
じ
ょ
う

大
師
」
、
文
化
八
年
（
１
８
１
１
年
）
に
光
格
天
皇
か
ら
『
弘こ

う

覚か
く

大
師
』
、
万
延
二
年
（
１

８
６
１
年
）
に
孝
明
天
皇
か
ら
『
慈じ

教
き
ょ
う

大
師
』
の
号
を
加
増
さ
れ
て
い
ま
す
。
法
然
が
釈
迦
の
再
来
と
仰

が
れ
て
い
た
た
め
で
す
が
、
徳
川
将
軍
を
始
め
、
徳
川
一
門
が

信
仰
し
た
浄
土
宗
の
開
祖
で
あ
る
法
然
上
人
に
、
相
次
い
で
大

師
号
を
贈
る
こ
と
に
よ
っ
て
将
軍
家
の
機
嫌
を
と
ろ
う
と
し
た

朝
廷
の
意
図
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
明
治
四
年
（
１
８
７
１
年
）

の
法
然
上
人
の
七
百
年
忌
に
明
治
天
皇
が
『
明
照

め
い
し
ょ
う

大
師
』
の
号

を
贈
ら
れ
た
の
は
純
粋
に
宗
教
的
な
も
の
で
す
。 

上
人
が
去
っ
た
後
、
弟
子
の
成
阿
坊

じ
ょ
う
あ
ぼ
う

が
残
り
草
庵
を
守
っ
て

教
え
を
広
め
ま
し
た
。
永
徳
元
年
（
１
３
８
１
年
）
正
慧
坊

し
ょ
う
え
ぼ
う

智ち

空く
う

が
、
念
仏
三
昧
堂
を
建
立
。
貞
享
元
年
（
１
６
８
４
年
）
慧
光
坊

え

こ

う

ぼ

う

西
念

さ
い
ね
ん

が
光
明
庵
を
開
創
し
、
明
治
八
年
（
補
遺
：
尾
崎
住
職
に

よ
る
）
浄
土
真
宗
と
な
り
、
寺
号
を
称
し
ま
し
た
。 

 

至し

導ど
う

大
和
尚
は
榎
井
あ
る
い
は
白
方
出
身
と
も
言
わ
れ
る
禅

僧
の
学
僧
で
、
砂
中
に
入
り
経
文
を
唱
え
な
が
ら
即
身
成
仏
し
ま
し
た
。
文
化
八
年
（
１
８
１
１
年
）
三

月
五
日
、
十
数
日
に
わ
た
り
土
中
か
ら
念
仏
の
声
が
か
す
か
に
聞
こ
え
た
と
い
い
ま
す
。 

正 宗 寺 絵 図  
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財
田
村
の
伊
舎
那
院
か
ら
光
明
庵
に
招
か
れ
た
宥
授

ゆ
う
じ
ゅ

和

尚
は
、
至
導
法
印
の
石
像
を
造
り
お
堂
に
安
置
し
ま
し
た

が
、
こ
の
お
堂
は
数
年
後
に
焼
失
し
ま
し
た
。
石
仏
の
背

面
に
は
「
高
祖
大
師
即
身
成
仏
、
依
真
影
如
此
造
者
也
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

明
治
初
年
に
建
て
ら
れ
た
、
勤
王
家
村
岡
宗
四
郎
と
母

箏
子

こ

と

こ

の
墓
が
あ
り
ま
す
。
村
岡
箏
子
は
幕
末
に
活
躍
し
た

女
性
勤
王
家
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
箏
子
は
息

子
宗
四
郎
と
と
も
に
勤
王
の
志
士
を
自
宅
に
潜
伏
さ
せ
、

保
護
す
る
な
ど
勤
王
に
尽
く
し
ま
し
た
。
丸
亀
に
逃
げ
て

き
た
高
杉
晋
作
を
か
く
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

宗
四
郎
は
慶
応
三
年
（
１
８
６
７
年
）
二
十
二
歳
で
、

母
箏
子
は
明
治
三
年
（
１
８
７
０
年
）
五
十
六
歳
で
亡
く

な
り
ま
し
た
。 

  

正 宗 寺 本 堂  
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櫂
堀
井
戸
・
法
然
堂
前
手
洗 

法
然
上
人
は
専
修
念
仏
（
ひ
た
す
ら
念
仏
の
み
唱
え
る
こ
と
）
を
禁
止
さ
れ
、
土
佐
に
流
罪
と
な
り
ま

し
た
が
、
九
条
兼
実
の
配
慮
で
、
九
条
（
関
白
）
家
の
荘
園
の
多
い
讃
岐
に
流
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
承

元
元
年
三
月
二
十
六
日
、
塩
飽
の
地
頭
駿
河
権
守

ご
ん
の
か
み

高
階

た
か
し
な

保や
す

遠と
お

の
館
（
丸
亀
市
本
島
）
に
着
き
、
心
か
ら
の

接
待
を
受
け
て
、
後
の
笠
島
の
専
称
寺
や
泊
の
来
迎
寺
で
数
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
本
島
の
小
坂
（
後
の
阿
弥
陀
寺
）
か
ら
十
二
人
の
弟
子
た
ち
に
守
ら
れ
て
、
小
船
で
丸
亀
の

塩
屋
浜
（
前
塩
屋
）
に
上
陸
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
正
宗
寺
の
境
内
に
は
法
然
上
人
の
遺
跡
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。 

（
１
） 

櫂
堀
井
戸 

『
櫂
堀
井
戸
』
は
正
宗
寺
墓
地
の
南
端
、
西
汐
入
川
の
北
岸
に
あ
り
ま
す
。
大
正
の
初
め
ま
で
は
、

こ
の
あ
た
り
ま
で
小
船
が
溯
っ
て
い
た
の
で
、
近
く
に
あ
っ
た
『
船
つ
な
ぎ
岩
』
が
こ
の
井
戸
の

傍
ら
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。 

櫂
堀
井
戸
略
縁
起
（
櫂
堀
井
戸
） 

抑
々

そ
も
そ
も

當
正
宗
寺
は
、
今
を
去
る
七
百
五
十
有
餘
年
の
昔
、
念
佛
の
元
祖
源
空
（
法
然
上
人
）
が
配

所
に
し
て
、
建
永
二
年
（
１
２
０
７
年
）
四
月
一
日
、
此
の
地
に
着
船
の

砌
み
ぎ
り

り
、
一
口
の
清
水
を

乞
わ
れ
し
も
、
海
濱
の
事
と
て
思
う
に
任
せ
ず
、
此
處
に
於
い
て
上
人
乗
り
来
ら
せ
給
ひ
け
る
小
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船
の
櫂
を
以
て
、
念
仏
諸
共

も
ろ
と
も

渚
を
穿
ち
給
ふ
に
、
霊
な
る
哉
、
深
さ
一
尺
に
到
せ
ず
し
て
、
こ
ん

こ
ん
と
清
水
湧
き
出
て
渇
き
を
潤
し
給
ひ
き
。
見
聞
の
参
集
、
上
人
の
高
徳
に
帰
依
す
。
櫂
堀
の

井
戸
は
境
内
の
南
端
に
あ
り
。
今
に
至
る
も
満
潮
の
時
は
、
井
戸
を
蔽
ひ
隠
す
こ
と
四
、
五
尺
な

る
も
、
潮
退
け
ば
不
思
議
な
る
哉
、
忽

た
ち
ま

ち
に
し
て
清
水
と
な
る
。
上
人
御
在
世
の
當
時
に
異
る
こ

と
な
し
。
尚
、
潮
堀
改
修
の
為

如

斯

か
く
の
ご
と
く

埋
立
せ
し
も
、
原
形
は
底
に
見
ゆ
る
井
側
な
り
。
是
れ
に

よ
り
、
聖
人
自
詠
の
歌
「
南
無
は
船 

阿
弥
陀
の
櫂
で
掘
る
清
水
末
の
世
ま
で
も
佛
々
と
湧
く
」

の
一
首
と
と
も
に
、
當
地
を
字
名
に
し
て
櫂
堀
と
呼
ぶ
。 

（
２
）
法
然
堂 

『
法
然
堂
』
は
正
宗
寺
の
本
堂
の
前
に
あ
り
ま
す
。
法
然
堂
の
前
に
は
『
洗

心
手
洗
石
』
が
、
左
側
後
ろ
に
は
『
法
然
上
人
七
百
五
十
回
忌
の
記
念
碑
』

が
建
っ
て
い
ま
す
。 

法
然
堂
前
の
洗
心
手
洗
鉢
（
櫂
堀
寺
） 

長
宗
我
部
元
親 

破
壊
巨
刹
諸
城 

将
焼
御
當
伽
藍 

恐
大
師
遺
徳
而 

忽
起
信
仰
之
年 

雨
霧
山
石
運
此 

以
刻
作
此
洗
心 
奉
進
元
祖
大
師 

  

洗心手洗石  
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（
３
）
鳥
居
忠
燿 

 

江
戸
南
町
奉
行
で
あ
っ
た
忠
燿
は
、
在
職
中
の
不
法
な
取
調
べ
や
収
賄
な
ど
の
罪
に
問
わ
れ
、
丸
亀
京

極
藩
に
お
預
け
の
身
と
な
り
、
今
の
丸
亀
高
等
学
校
の
正
門
あ
た
り
の
屋
敷
に
二
十
二
年
ほ
ど
幽
閉
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
慶
応
三
年
（
１
８
６
７
年
）
許
さ
れ
、
福
寿
院
（
現
在
の
山
北
八
幡
の
別
当
寺
）
や
光

明
庵
（
現
在
の
正
宗
寺
）
で
一
年
ほ
ど
過
ご
し
て
江
戸
に
帰
り
ま
し
た
。 

 

忠
燿
は
医
薬
の
心
得
が
あ
っ
た
の
で
、
野
外
に
出
て
薬
草
を
採
取
し
た
り
患
者
の
治
療
に
当
た
っ
た
り

し
て
い
た
そ
う
で
す
。 

《
鳥
居
忠
耀
》
燿
蔵 

甲
斐
守 

 

幕
府
の
大
学
頭

だ
い
が
く
の
か
み

を
務
め
た

林

衡

は
や
し
た
い
ら

の
三
男
と
し
て
生
れ
、
旗
本
鳥
居
家
の
養
嗣
子
に
な
り
、
徳
川
家
斉

正宗寺 法然堂  

正宗寺 櫂堀井戸  
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の
側
近
と
し
て
仕
え
ま
し
た
。
天
保
十
二
年
（
１
８
４
１
年
）
南
町
奉
行
に
な
り
、
天
保
の
改
革
に
お
け

る
市
中
の
取
り
締
ま
り
を
始
め
ま
す
。
取
締
り
は
厳
し
く
権
謀
術
数
を
用
い
、
蝮

ま
む
し

と
も
妖
怪
（
燿よ

う

・
甲
斐

か

い

）

と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
北
町
奉
行
の
遠
山
景
元
（
金
四
郎
）
と
の
対
立
は
小
説
や
映
画
・
テ
レ
ビ
で
有
名

に
な
り
ま
し
た
。 
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